
特許制度ハーモナイゼーション〈第１小委員会〉

＜出願人側＞
他制度との併用で、より効果的な活用が可能
＜第三者＞
早期公開とセットにするなど制度改善が必要？

記載要件 〈第2小委員会〉

特殊パラメｰタ発明について
各国の現状を把握したい！

☞ 各国判断が異なった事例に着目

・ サポート要件の適否判断
・ 明確性の適否判断

審査基準の違いによる影響が大

特殊パラメータ発明

JP：実施例によるｻﾎﾟｰﾄを重視
EP：ﾊﾟﾗﾒｰﾀの新規性を重視
US：他2国より比較的寛容

１小（8名） ２小（11名） ３小（8名） ４小（10名）

担当役員

若代副理事長

SDGs関連発明と記載要件

☞ 陥りやすい記載不備はあるか？

SDGs達成に資する発明を
確実に権利化したい！

先進技術に共通する傾向？

例えば・・・
「生物起源」とは？
「リグニンバイオマス供給流」？

・ 用語の定義が広範・不正確
・ 独自用語の意味が理解不能

明確性違反を指摘されやすい

委員長

吉岡 恒幸
※各人数は4/1時点

早期審査制度の問題点を整理、解決策を提言！



特許第１委員会は、日本特許の出願から権利化までを主な対象として、
最新の出願動向や特許制度上の問題点などを調査・研究しています。
その成果は、知財管理誌で発表するとともに、特許庁などの関係各所との
意見交換等により、よりよい特許制度の実現を目指しています。

トレンド〈第４小委員会〉

生成系ＡＩ 出願非公開制度

対話型生成ＡＩを
知財業務に活用したい！

ヒトが思いつかない
新たな視点が得られる？

出願書類作成や中間処理の
シーン毎に活用事例を検討中。

質問の仕方が出力に大きく影響

機微性の高い発明について
先願の地位を確保しつつ
公開による情報流出を防ぐ制度。

非公開出願=多くとも200件/年

政令案や府省令案を検討し、
パブコメ対応を主導

＜2019～2021年における機微発明に該当し得る特許出願数＞

本願と引例の相違点を教えて。

本願と引例の技術的な相違点を
箇条書きにして教えて。

設計変更等の指摘を受けた場合に反論だけで勝ちたい！

設計事項等の指摘への対応

設計変更等の類型毎に有効な反論を明らかに！

審査の質・進歩性 〈第３小委員会〉

次年度研究
成功事例と失敗事例の反論内容を
設計変更等の類型毎に分析

※独立項に設計変更等が指摘され、
反論だけで応答した事例を調査

反論だけで応答したときの勝率

勝率79%

拒絶査定

特許査定

・設計変更等との指摘に対して、
  どのように反論すべきかわからない

・設計変更と認定した理由がわからない

パブコメ対応の取りまとめや、
保全審査に回送される出願件数等
対象技術の出願実態を調査。
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